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近
世
に
於
げ
る
調
鮮
密
貿
易
と
艶
馬
藩

克

己

ノ

対
馬
は
日
本
海
の
西
端
九
州
と
朝
鮮
と
の
聞
に
介
在
し、

釜
山
へ
は
三
十
五
浬、

惇
多
へ
は
七
十
二
浬、

平
戸
へ
は
五
十
三
湿
の
佼
置

に
あ
り、

九
州
と
よ
り
も
寧
ろ
朝
鮮
と
の
距
離
が
近
く、

晴
天
の
日
に
は
透
か
水
平
線
上
に
浮
ぷ
南
鮮
の
山
々
が
く
っ
き
り
と
堂一
見
さ
れ、

発
動
機
舶
に
て
釜
山
ま
で
僅
か
四
五
時
間、

全
く
一

衣
帯
水
の
関
係
に
あ
る
。

と
う
し
た
地
理
的
位
置
の
関
係
上、

両
者
の
間
に
古
く
か
ー

ら
交
通
貿
易
関
係
が
結
ぼ
れ
て
来
た
と
と
は
今
夏
と
と
新
し
く
漣
べ
る
ま
で
も
た
い
。

そ
の
上
に、

南
北
十
八
皇、

東
西
四
旦
の
対
馬
島
内
は、

至
る
と
と
ろ
峻
険
た
山
獄
重
畳
し、

現
今
も
耕
地
面
積
は
全
面
積
の一
ニ
・

四

%
に
も
建
せ
歩、

農
家
一

戸
当
り
の
耕
地
面
積
は、

同
地
一

一民
六
畝
強、

畑
地
四
反
一

一畝
弱
に
過
ぎ
守、

そ
の
上
土
質
が
悪
く、
一
強
い
潮

風
に
吹
き
曝
さ
れ
る
と
と、

肥
料
の
供
給
不
順
の
と
と
等
の
惑
保
件
の
結
果、

反
当
り
牧
穫
高
は
全
国
平
均
の
牛
分
程
に
し
か
当
ら
歩、

全
国
で
も
稀
た
零
細
農
耕
で
あ
る
。
従
っ
て
島
内
生
産
食
料
の
み
で
は、
五
万
七
千
四
百
八
十
二
人
ハ
ニ
十
三
年
度
現
在
〉

の
人
口
を
約
三

ハ
註
一
u

ケ
月
し
か
支
へ
得
泣
い
欣
態
で
あ
る
。

現
在
の
如
き
高
度
化
農
耕
に
沿
い
て
さ
へ
以
上
の
如
き
欣
態
で
あ
る
と
し
た
ら、

農
耕
の
今
よ
り

発
達
し
泣
か
っ
た
往
時
に
沿
い
て
は
倫
更
の
と
と
で
あ
る
。
白
木
経
済
議
書
巻
四
所
牧
口
上
覚
書
に
は
「
田
昌
を
合
せ
候
て
一

人
分
の
作
b

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
藩

四
丸

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked

library
ノート注釈
library : None

library
ノート注釈
library : MigrationNone

library
ノート注釈
library : Unmarked



一ヲ惇τ 可司 叫 一智一一 一 司？

4都占仇 」L‘炉白一一 一一 P干 ， ． 

宇 .
. 

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
藩

五
0 

ま
へ
一
町
に
及
候
村
は一
村
も
無
御
座
候、
二
三
段
よ
り
四
五
段
迄
の
問
之
相
見
へ
」
と
あ
る
Q

故
に
平
年
作
以
下
の
時
は
厳
原
か
ら
米

を
買
ひ、
下
百
姓
は
平
年
作
で
も
米
を
買
は
『な
け
れ
ば
た
ら
友
か
っ
た。
古
来
山
地
の
木
庭
作
（
焼
畑〉
と
か
海
岸
の
関
ハ
干
拓〉
に
よ

っ
て
農
地
不口止
を
補
っ
て
来
た
の
も
以
上
の
や
う
た
事
情
に
よ
る
も
の
で
あ
る。

上
越
の
や
う
た
食
料
事
情
の
た
め、
そ
の
食
料
の
不
足
は
夙
く
よ
り
海
外
に
仰
が
喝な
け
れ
ば
た
ら
－な
か
っ
た。
そ
し
て
遣
唐
使
廃
止
後

一
般
邦
人
の
海
外
渡
航
が
禁
じ
ら
れ
た
に
も
拘
ら
守、
密
貿
易
が
続
け
ら
れ
た
ら
し
く、
高
麗
史
に
よ
ハJ
て
見
る
と
十一
世
紀
の
後
半
期

か
ら
対
局
人
の
高
麗
へ
の
往
来
が
現
れ
て
を
り、
日
本
側
史
料
で
も
永
暦
元
年
（一
二ハ
O〉
に
も、
朝
廷
で
高
麗
金
海
府
が
対
馬
島
氏

ハ
註
二
V

を
禁
銅
し
六
事
件
に
つ
い
て、
専
門
家
建
の
意
見
を
徴
し
て
を
り、
九
依
伊
通
も
そ
の
著
大
械
秘
抄
の
中
に
沿
い
て、

鎮
西
は
敵
園
の
人
け
ふ
い
ま
に
あ
っ
ま
る
図
な
り。
日
本
の
人
は
釣
馬
の
園
人
高
麗
に
と
そ
渡
候
な
れ。
注ハ
も
宋
人
の
日
本
に
渡
る

体
に
は
に
ぬ
か
た
に
て、
希
有
の
商
人
の
た
だ
わ
づ
か
に
物
も
ち
て
わ
た
る
に
と
そ
侠
め
れ。

と
い
っ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

し
か
る
に
十一
世
紀
最
末
期
よ
り
十
二
世
紀
の
前
宇
期
に
か
け
て
高
麗
の
政
治
が
動
揺
し、
中
央
で
は
軍
閥
政
局
し
て
国
王
の
廃
立
が

行
は
れ、
地
方
に

やい
て
は
治
安
奈
れ
て
叛
乱
・
盗
賊
相
次
い
で
蜂
起
仏
場

と
の
高
麗
国
内
の
叛
乱
・
動
揺・
治
安
素
乱
の
結
果
は、
渡
航
し
た
対
局
商
舶
の
上
に
も
累
を
及
ぼ
し、
高
麗
官
民
の
迫
害
を
蒙
る
も

の
が
少
く
な
く、
前
に
述
べ
た
高
麗
金
海
府
の
対
馬
人
拘
禁
問
題
等
が
起
っ
て
来
、た
も
の
で
あ
ら
う。
そ
の
結
果、
我
が
商
人
達
も
自
衛

上
，次
第
に
武
装
す
る
や
う
に
友
り、
と
の
武
装
商
人
団
が
更
に
再
転
し
て
海
賊
化
し、
所
謂
倭
冠
さ
怒
っ
て
高
麗
沿
岸
を
侵
略
し、
高
麗

史
上
に
頻
繁
ι

見
出
さ
れ
る
「
倭
冠
す」
と
い
ふ
記
事
と
た
っ
た
の
で
あ
る。



殊
に
蒙
古
襲
来
以
後、
日一
克
関
係
の
惑
佑
に
刺
激
さ
れ
た
我
が
武
装
商
人
団
は
宇
島
よ
り
更
に
大
陸
方
面
に
ま
で
そ
の
行
動
を
拡
大
し

て
い
っ
た。

倭
冠
の
跳
梁
に
苦
ん
叫ん
高
麗
政
府
は
正
千
二
十
二
年
（
貞
治
五
年一
三
六
七）
使
を
日
本
に
遺
し
て、
足
利
幕
府
に
倭
冠
祭
止
を
求
め

て
来
たo
そ
し
て
と
の
後
屡
々
倭
冠
禁
止
を
乞
ふ
使
が
来
朝
す
る
や
う
に
怒
っ
た。
そ
れ
に
つ
れ、
高
麗
と
日
本
と
の
交
渉
の
斡
旋
に
立

っ
た
対
馬
の
宗
氏
と
高
麗
と
の
公
的
交
渉
も
復
活
し、
宗
経
茂
も
一
三
六
八
年
七
月
に
は
使
を
高
麗
に
派
遣
し、
高
麗
よ
り
米
一
千
石
を

謄
ら
れ
τ
ゐ

る官十
た
そ
の
翌
月
高
麗
よ
り
も
講
究
使

李夏
生
が
対
馬
に
沃
一遣
さ
れ
たo

高
麗
に
替
っ
て
興
っ
た
李
朝
の
朝
鮮
は、
そ
の
内
外
政
治
の
禍
根
と
も
い
ふ
べ
き
倭
冠
の
禁
過
に
積
極
政
策
を
と
り、
内
は
水
軍
営
を

沿
岸
要
衝
の
地
に
置
き、
外
は
九
州
探
題
を
は
じ
め
と
し、
九
州
・
中
国
諸
大
名
と
の
修
交
を
盛
ん
に
し、
倭
冠
の
鎮
圧
を
求
め
た。
ま

た
倭
冠
の
首
領
を
識
し
て
帰
順
を
勧
め、
官
職
を
与
へ
て
優
遇
し
た。
殊
ι

対
馬
が
倭
窓
の
根
拠
地
で
あ
り、
且
つ
ま
た
そ
の
地
理
的
佼
置

の
関
係
上、
日
本
と
の
交
渉
上
の
要
衝
に
当
る
と
と
に
着
眼
心、
対
局
島、
王
宗
氏
と
親
密
な
関
係
を
結
ぶ
と
と
の
有
利
な
と
と
を
知
り、

使
節
を
度
々
派
遣
し
て
修
交
を
求
め、
｛一万
氏
を
し
て
朝
鮮
と
の
交
通
・
貿
易
を
管
理
さ
せ
た。
即
ち
日
本
よ
り
朝
鮮
に
往
来
し
よ
う
と
す

る
も
の
に
図
書
を
給
し、
と
れ
を
許
可
証
と
し
たo
所
謂
受
図
書
人
で
あ
る。
対
馬
に
は
倭
冠
賊
首
で
朝
鮮
に
帰
順
し
た
受
験
人
と、

郡

守
等
の

中に
図
書
を
受
け
て
朝
鮮
と
貿
易
す
る
受
図
書
人
等
が
相
当
多
か
っ
た
の
で
あ
ふ
培ド

此
等
受
図
書
人
・
受
験
人
を
問
は
や、

朝
鮮
に
往
来
す
る
も
の
は
す
べ
て
対
馬
島
主
宗
氏
の
発
行
す
る
文
引
の
携
行
を
必
要
と
す
る
と
と
に
規
定
し、
永
享
十
年
（
一
四
三
八〉

に
は、
朝
鮮
の
使
李
雲
と
宗
氏
と
の
聞
に
更
に
傍
約
を
更
新
し、
朝
鮮
渡
航
を
欲
す
る
日
本
人
は
対
局
以
外
の
各
地
の
者
も
す
べ
て
対
馬

島
主
宗
氏
の
文
引
携
行
を
必
要
と
す
る
と
と
に
し
た唱
さ

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

五
H
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
藩

五

，次
い
で
嘉
吉
三
年
将
軍
義
教
の
死
去
に
対
し、
朝
鮮
よ
り
書
欣
官
申
叔
舟
が
来
朝
し
た
際、
対
局
島
主
貞
盛
と
申
叔
舟
と
の
聞
に
笑
亥

約
僚
が
結
ば
れ、
宗
氏
は
毎
歳
五
十
般
の
使
舶
を
朝
鮮
に
建
す
と
と
が
由
来、
と
れ
等
の
舶
は
朝
鮮
よ
り｛一部
氏
に
与
え
た
銅
印
を
捺
し
た

文
引
を
携
行
ん
な
け
れ
ば
な
ら
ぬo
ま
た
や
む
を
得
な
い
事
件
発
生
の
場
合
は、
右
規
定
外
に
特
送
船
を
出
し
て
も
差
支
た
い
と
い
ふ
約

（
註
七
V

僚
で、
と
れ
は
近
世
に
入
っ
て
も
向
ほ
効
力
を
有
し
て
ゐ
た
所
謂
嘉
吉
保
約
で
あ
る。
そ
し
て｛一京
成
職
の
時
代
に
は
秦
盛
幸
が
書
契
交
引

の
と
と
を
掌
っ
て
ゐ

路湾
海
東
諸
国闘
記
に
よ
れ
ば、
文
明
の
頃
島
主｛一万
貞
圏、
毎
年
五
十
舶、
米・
豆
井
に
二
百
石、
伊
乃
（
伊
奈）
郡

主
宗
盛
弘、

毎年
四
船一弘
米・
井
に
十
五
石、
尼
老
ハ
仁
田）
郡
主｛
示盛
家
は
毎
年
四
胎
（
後
三
紅
を
加
う〉
、
米・一旦
井
に
二
十
石、

秦
盛
幸
毎
年一
船、
宗
貞
秀
毎
年
七
舶、
米・
豆
井
に
十
五
石、
宗
茂
世
毎
年
三
船、
米
豆
井
に
十
石、
受
図
書
佐
護
部
代
官
園
久
毎
年

一
路、
同
宗
貞
秀
毎
年一
舶、
受
図
書
土
軍
宗
盛
吉、
米
・
豆
井
に
十
五
石、

受．
図
書
護
軍
皮
古
汝
文、
同
護
軍
井
可
文
愁
威、

毎
年

米・
豆
井
に
十
石、
受
職
護
軍
中
尾
五
郎・
同
護
軍
皮
古
仇
羅
ハ
藤
茂
家）
、
同
護
軍・
時
難
酒
也
等
で
あ
っ
た。

以
上
の
如
く、
対
局
の
宗
氏
を
し
て
文
引
を
発
行
さ
せ
る
と
と
に
よ
っ
て
貿
易
の
統
制
を
計
。
た
の
で
あ
る
が、
更
に
嘉
吉
三
年
の
笑

亥
僚
約
ι

よ
り
現
今
の
慶
尚
南
道
昌
原
郡
（
当
時
熊
川
郡）
替
浦・
東
来
郡
釜
山
浦・
蔚
山
郡
塩
浦
の
三
浦
を
開
港
場
と
し、
釜
山
浦
及

び
塩
浦
に
倭
戸
を、
審
浦
rh
舘
所
を
置
き、
朝
鮮
の
使
官
接
待
は
舘
所
に
沿
い
て
行
ふ
と
共
に、
貿
易
を
管
理
し
た。
そ
の
後
天
文
十一

ハ
設
九
V

年
頃
に
至
り、
葬
浦・
塩
浦
の
ニ
港
を
閉
鎖
し、
釜
山
浦
（
現
今
の
豆
毛
浦〉
一
港
に
限
っ
た。

か
く
て
嘉
吉
三
年
の
葵
亥
保
約
に
ょ
う
て、
朝
鮮
と
対
馬、
従
づ
て
ま
た
朝
鮮
と
日
本
と
の
貿
易
は
制
限
が
加
へ
ら
れ、
宗
氏
の
独
占

的
色
彩
が
濃
厚
と
危
ワ
セ
来
た。
し
か
る
に
豊
臣
秀
吉
の
文
総・
慶
長
の
役
、弁じ
た
っ
た
が、
殺
後
朝
鮮
側
の
対
日
感
情
非
常
に
悪
化
し、

日
本
人
を一
歩
も
踏
入
ら
せ
ま
い
と
の
気
構
へ
で
呑
舶
を
以
て
沿
岸
を
警
戒
し
て
ゐ
る
た
め、
両
国
の
修
好
復
活
は
仲
え
困
難
た
事
情
に
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あ
っ
た。

そ
こ
で
慶
長
五
年
の
頃
対
局
藩
で
は
藩
主
の
内
意
に
よ
り、

朝
鮮
人
二
三
人
の
生
捕
り
計
画
を
立
て
た。
と
れ
は
生
捕
っ
た
朝

鮮
人
に
対
馬
側
が
修
交
復
活
を
希
望
し
て
ゐ
る
旨
を
い
ひ
含
め
て
帰
国
さ
せ、

両
者
の
意
志
疏
過
を
計
ら
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
の

計一
聞
に
基
き、

先
づ
厳
原
よ
り
小
舶
五
般
を
五
団
派
遣
し
た
が、

そ
の
う
ち
四
般
は
掌
捕
さ
れ、
一
般
の
み
逃
れ
帰
う
た。

ま
た
豊
崎
郷

よ
り
渡
航
し
た
小
路
も
朝
鮮
側
呑
結
数
般
に
包
囲
さ
れ
辛
じ
て
逃
れ
帰
。
た。

更
に
ま
た
六
般
の
舶
を
派
建
し
た
と
と
ろ、
と
れ
ま
た
四

鰻
牟
捕
さ
れ、

残
り
の
二
般
も
人
数
八
人
の
う
ち
四
人
ま
で
殺
さ
れ
る
と
い
ふ
有
様
で
あ
っ
た。

と
と
ろ
が
最
後
に
藩
命
を
受
け
て
渡
航

し
た
佐
須
奈
郷
の
武
田
喜
兵
衛
は、

水
夫
八
人
と
共
に
佐
護
湊
を
出
帆
し、

釜
山
浦
に
夜
分
忍
び
入
hy、

朝
鮮
側
番
般
の
乗
組
員
一
人
を

生
捕
に
し
て
帰
っ
た
の
で
、

対
馬
藩
で
は、

右
の
停
虜
に
藩
主
の’
内
意
を
委
し
く
言
ひ
聞
か
せ
て
と
れ
を
帰
国
さ
せ、

意
忘
の
疏
過
を
計

ハ
話
一

ou

っ
た
の
で
あ
る
。

し
か
る
に
慶
長
七
年
の
春、

朝
鮮
よ
り
講
和
使
節
と
し
て
金
継
信
・
孫
文
或
を
対
馬
に
遣
し、

藩
主
義
智
に
講
和
の
実
否
を
訊
さ
せ
た。

丁
度
と
の
時
朝
鮮
王
族
の
一
人
で
薩
摩
藩
に
捕
虜
と
た
ヲ
て
ゐ
た
金
光
を
本
国
へ
迭
還
す
る
と
と
に
な
り、

対
馬
に
迭
ら
れ
て
来
て
ゐ
党

の
で
、

義
智
は
江
戸
幕
府
が
講
和
を
欲
し
て
ゐ
る
回目
と、

そ
の
斡
旋
に
当
る
自
分
の
立
場
と
を
説
明
し、

金
継
信
・
孫
文
或
と
共
に
帰
国

さ
せ
た。

し
か
る
に
こ
の
時
日
本
の
海
賊
が
朝
鮮
の
唐
浦
に
冠
し、

そ
の
漁
民
を
捕
へ
帰
っ
た
の
で
、

当
時
未
だ
開
城
府
に
駐
屯
し
て
い

た
明
の
李
総
兵
等
の
意
見
に
よ
り、

日
本
側
に
誠
意
恥
し
と
し
て
交
渉
を
打
ち
切
っ
て
し
ま
っ
た。

，次
い
で
慶
長
九
年
七
月、

朝
鮮
よ
り
再
び
孫
文
或
・
松
雲
大
師
が
日
本
の
意
向
釘
診
の
た
め
義
智
の
許
に
来
朝
し
た。

義
智
は
両
使
を

対
局
に
留
め、

柳
川
権
之
介
を
以
て
幕
府
に
報
昔、

両
使
を
上
京
さ
せ
よ
と
の
訓
令
に
よ
り、

義
智
自
身
両
使
を
伴
ひ
上
京
し
た
の
で
あ

る
が、

ま
た
も
や
日
本
の
海
賊
舶
が
朝
鮮
の
卯
島
・
斜
薮
島
等
の
諸
島
を
侵
し
た
た
め、

再
び
講
和
問
題
は
不
調
に
終
っ
て
し
ま
ワ
がr
二

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

五
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
落

か
く
て
幕
府
と
朝
鮮
と
の
間
に
介
在
し
た
対
馬
が
種
々
一劃
策
し、

朝
鮮
の
正
式
通
信
使
が
来
朝
し
た
の
は
寛
永
十
三
年
の
と
と
で
あ
っ
た。

五
四

と
の一
通
信
使
の
来
朝
は
近
世
に
入
。
て
前
後
十
二
回
に
上
り、

ま
た
対
馬
側
の
訳
官
の
朝
鮮
へ
使
す
る
も
の
四
回
を
数
へ
て
ゐ
る
の
で
あ

註

． 

時
事
遁
信
社
編
「
末
開
発
の
宝
庫
対
馬
の
実
態
紹
介」

百

練

抄

拙
文
「
日
宋
露
連
鎖
関
係
の
展
開」
（
本
誌
第
四

ゴ輯）
参
照

報
恩
院
女
書
四
・
高
麗
史一
一一一一一一
辛
絹一
、
三
年
六
月

海
東
諸
国
紀

海
東
諸
国
記
・
宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、
寛
文
七
年
抜
船
覚
詔一一、
六
月
晦
・
七
月
二
十一、
日

八七六王四三二

海
東
諸
国
記

か
く
し
て
公
的
関
係
が
復
活
し
て
来
れ
ば
従
っ
て
ま
た
両
者
間
の
貿
易
も
興
う
て
来
る
わ
け
で
あ
る。

殊
に
宗
氏
に
と
っ
て
は
朝
鮮
貿

易
が
一
藩
経
済
の
死
活
問
題
で
あ
っ
た。
と
い
ふ
の
は、

文
総
四
年｛一万
義
智
は
朝
鮮
役
の
戦
功
に
よ
り
薩
摩
出
水
郡
内
に
一
万
冶
を
賜
っ

た
が、

兵
の
後
肥
前
の
基
砕
・
養
父
両
都
内
に
替
地
を
賜
は
h夕、

更
に
慶
長
十
年、

日
鮮
講
和
が
時
々
成
立
し
た
時、

徳
川
家
康
よ
り
肥

-o 九

高
橋
章
之
助
氏
著
「
宗
家
と
朝
鮮」

対
馬
佐
須
奈
村
武
田
嘉
夫
氏
所
蔵
慶
長
五
年
十
月
日
武
田
喜
兵
衛
口
上
書
写

対
馬
豊
崎
町
洲
河
生
虎
虞
氏
所
蔵、
朝
鮮
御
和
好
之
衣
第
並
御
領
所
御
願
之
控
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前
向
郡
内
に
二
千
八
百
石
の
加
増
を
得
た。
と
の
う
ち
田
代一
JT
石
は
初
め
柳
川
調
信
に
賜
ひ、
寛
永
年
中
に
淡
牧
さ
れ
た
が、
後
五
徳

年
中
再
び
宗
成
に
賜
は
っ
た。
結
局
対
馬
と
併
せ
て
石
高一
万
七
千
八
百
石
余
と
た
り、
表
高
二
万
石
と
称
し、
且
つ
朝
鮮
貿
易
を
許
可

〈
註

二

さ
れ
て
ゐ
た
の
で
十
万
石
の
格
式
を
以
て
遇
さ
れ
て
ゐ
向。

し
か
し
誠
に
述
べ
た
や
う
に
島
内
山
獄
重
畳
耕
地
面
積
狭
臨
に
心
て
し
か
も
土
質
帰
せ
て
ゐ
る
た
め
に
農
業
を
以
て
立
っ
て
行
け
や、

漁
業・
林
業
を
以
て
わ
づ
か
に
補
っ
て
ゐ
る

盤訟
で
あ
るo
そ
し
ぐ
往
昔
よ
り
幕
府
の

手に
よ
っ
て
検
一地
を
行
は
れ
た
と
と
は
紅
い
裕一一
v

享
保
寸
二
年
の
頃
に
は、
米一
千
五
百
石、
麦一
万
六
千
石、
蕎
麦
粉
五
千
石、
大
小
豆
六
千
石
し
か
生
産
せ
や、
と
れ
に
対
し
て
人
口

は
寛
文
五
年
二
万
三
千
九
百
人、
延
宝
五
年
に
は
二
万
九
千
六
百
七
十
九
人、
享
保
十
二
年
に
は
三
万
二
千
六
十
三
人
と
い
う
や
う
に
次

ハ
設
＝一
u

第
に
増
加
の
一
途
を
辿
り、
従
っ
て
食
料
不
足
は
深
刻
な
も
の
が
あ
れJ手
先。

さ
れ
ば
と
の
深
刻
な
る
食
料
不
足
を
補
ふ
た
め
に
は
島
外
よ
り
米
そ
の
他
の
聡
入
を
行
は
・な
け
れ
ば
な
ら
た
か
っ
た。
と
の
食
料
補
給

地
と
し
て
は
先
づ
肥
前
に
あ
る
宗
家
の
飛
地
田
代
で
あ
る
が、
国
代
か
ら
の
輪
入
量
で
は
到
底
込
り
な
い
の
で
と
れ
を
更
に
朝
鮮
貿
易
に

（
設
問
υ

よ
っ
て
補
は
な
け
れ
ば
た
ら、
な
か
っ
た。
と
の
田
代・
朝
鮮
よ
り
職
入
す
る
米
の
量
は
年
々
四
万
五
千
八
百
三
十
俵
余
に
達
し
た。
当
時

の
一
俵
は
五
斗
入
り
で
あ
っ
た
か
ら、
総
計
二
万
二
千
九
百
十
五
石
余
の
米
が
輸
入
さ
れ
た
と
と
に
た
るo
そ
し
て
慶
安
四
年
勘
定
佐
護

戎
右
衛
門
が
朝
鮮
に
赴
き
李
同
知
と
交
渉
し、
公
貿
易
の
職
出
品
の
綿
布一
千・
同
余
の
う
ち
三
百
同
と
白
米一
万一
－44
石、
即
ち
我
が
国

の
六
千
三
百
六
十
石
と
交
換
し、
万
治
元
年
一再
び
使
を
建
し
洪
知
事
金
同
知
と
交
渉
し
た
結
果、
綿
布
四
百
同
を
以
て
白
米一
万
六
千
石、

ハ
設
五
》

ハ
詮
穴
V

我
が
国
の
八
千
四
百
八
AF
石
に
換
へ
る
と
と
と
L、
以
後
大
体
毎
年一
万
六
千
余
俵
づ
っ
朝
鮮
よ
り
輸
入
じ
た。
そ
の
運
漕
に
は
ニ
舶
を

門
誌
七
》

以
て
四
百
依
づ
っ
運
び、
と
の
運
漕
机加
を
御
米
船
と
呼
ん
だ。
そ
し
て
と
の
交
換
に
用
ひ
る
綿
布
は
対
馬
生
産
で
は
た
く、
他
州
と
の
取

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

五

五

It 
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近
世
に
お
け
る

対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

〈
註
八
）

門
誌
九
u

引
に
よ
っ
て
得
た
も
の
で
あ
る。
ま
た
と
の
職
入
米
は
鹿島
街
道
の
産
米
で
あ
。一
党。

f
五

六

ヘ

以
上
の
如
く

食
料
の
補
給
と
い
ふ
点
よ
り
し
て
も

朝
鮮
貿
易
は
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
正
に
死
活
問
題
で
あ
っ
た
が 、
倫
ほ
そ
の
上
に 、

米
以
外
に
も
貿
易
に
よ
っ
て
得
る
と
と
ろ
が
多
か
っ
た。

休
朝
鮮
の

水産
織 物
皮 は

人
参

虎
皮

豹
皮

紬

木
綿

苧
布

白
両
紙
白米

京高

等
で
あ
る
が 、
人
参
は
忠
清
道
内
七
ケ
所 、
慶
尚
道
内
七
ケ
所 、
全
羅
道
五
ケ
所 、
黄
海
道
三
ケ
所 、
江
原
道
十
三
ケ
所 、
一千
安
道
十
一

ケ
所 、
成
鏡
道
十
五
ケ
所
を
数
へ 、
国
王
服
用
品
が
羅
参
と
呼
ば
れ
た
の
を
は
じ
め
種
類
が
非
常
に
多
く 、
優
良
品
を
上
参
と
呼
び 、
屑

〈
註
一
ov

物
を
尾
参
と
呼
ん
で
値
段
が
建
っ
たρ
人
参
は
朝
鮮
に
沿
い
て
も
薬
用
と
し
て
貴
ば
れ
た
が 、
我
が
国
に

たい
て
は
特
に
貴
重
薬
と
し
て

隼
ば
れ 、
非
常
な
高
価
薬
で
あ
ο
た。
亨
保
十
年
頃 、
朝
鮮
に
て
一
斤
銀一
貫
五
百
五
十
目
に
て
仕
入
れ
て
来
た
も
の
が 、
長
崎
に
て
〕

註
一

二

斤
四
貫
目
に
て
売
り

捌
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
り 、

約
二
・

六
倍
の
高
値
を
以
て
取
引
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る。
ま
た
そ
れ
が
如
何
に
珍
重

さ
れ
た
か
は 、
唐
人
参
を
長
崎
千
戸
等
に
て
仕
入
れ
て
来
て 、
と
れ
を
下
関
そ
の
他
に
て
朝
鮮
人
参
と
称
し
て
売
っ
た
と
と
た
ど
に
よ
っ

て
も
窺
は

hp一
三

従
ワ
て
極
少
量
で
莫
大
友
利
潤
を
牧
め
得
る
の
で 、
後
に
述
べ
る
密
貿
易
者
逮
の
大
部
分
は
と
の
高
価
薬
人
参
密
輸
に

工
る
一
建一
千
金
の
欲
望
に
駆
ら
れ
て
法
禁
を
犯
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

共
に
銅
は
京
畿
道
の
永
千 、
慶
命
道
の
寧
海・
昌
原
そ
の
他
平
安
等
よ
り

出
た
が 、
そ
の
採
掘
量
は
毎
年
五
六
千
斤
に
制
限
さ
れ
て
い

た
の
で 、
輪
出向
す
る
よ
り
も

寧
ろ
我
が
国
か
ら
職
入
す
る
立

場に
あ
っ 〈
時三

v

虎
は
威
鏡
道・
江
原
道
に
多
く
棲
息
し 、
と
の
ほ
か
に
も

慶
尚
道
の
梁
山・
密
陽
等
の
犬
山
に
多
少
棲
息
し 、
そ
の
皮
は
我
が
国 一
に
も

轍
入
珍
重
さ

わ九一F－Jh v
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ま
た
中
国
よ
り

朝
鮮
に
職
入
さ
れ
た
も
の
は

白
糸
・

鍛
子
類
・

色
細
類
・

紗
類
・

黄
絹
・

綾
子
・

縮
緬
・

紋
無
・

紗
綾
・

寅
羅
・

狸
hA

艶
・

布
艶
・

勉
略称
面
・

三
生
・

毛
帽
子
・

色
糸
・

唐
薬
穫
・

琉
泊
・

珊
瑚
珠
・

孔
雀
石

等
で
あ
り 、

と
れ
等
の
う
ち
絹
布
類
や
薬
品
等
は
更
に
我
が
国
に
転
売
さ
れ
た。

殊
に
そ
の
薬
品
類
で
は
爵
香
・

龍
脳
・

蓬
砂
・

締
砂
・

〈
註
一
五》

辰
砂
等
が
中
国
よ
り

朝
鮮
へ

、

朝
鮮
よ
り

我
が
国
へ
と
験
入
さ
れ
た
の
で
あ
り 、

唯
熊
胞
は
朝
鮮
で
も
産
し
た。

以
上
の
ほ
か
に
は
布
海

設一
六J
、
古
『
七u
、
主
一
八V

2一位
一
九u

諜 －勺

茶
稜
・

権
紙
・

牛
角
爪
等
も

総
入
さ
れ
た
が 、

兎
も
角
も
朝
鮮
貿
易
に
沿
い
て
最
も
重
要
た
総
入
口聞
は
白
米
と
人
参
と
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

と
れ
に
対
し 、

我
が
国
よ
り

朝
鮮
に
賀
さ
れ
た
主
な
も
の
は
銀
・

硫
黄
・

鉛
・

明
禁
・

丹
木
等
で
あ
っ
た。
一

体
朝
鮮
に
沿
い
て
は
流

通
貨
幣
は
銀
で
あ
っ
た
が 、

銀
の
ほ
か
に
は
木
綿
・

米
等
も
代
用
さ
れ
て
ゐ
た。

従
っ
て
対
馬
藩
が
米
を
輸
入
す
る
場
合
に
は 、

木
綿
が

代
用
貨
幣
と
し
て
用
ひ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
人
参
購
入
の
場
合
に
は
殆
ど
銀
子
が
用
ひ
ら
れ
て
ゐ
る
。

ま
た
朝
鮮
で
は
硫
黄
と
鉛

ハ
註
二
od

が
欠
乏
し
て
ゐ
た
た
め
に 、

頻
り

に
と
の
こ
品
を
要
求
し
た。

と
れ
は
硫
黄
や
鉛
を
塩
碕
に
合
は
せ
て
鉄
砲
の
玉
を
治
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

ま
た
日
本
刀
は
そ
の
犀
利
・

精
級
友
点
で
古
く
よ
り

海
外
に
沿
い
て
喜
ば
れ
た
が 、

朝
鮮
に
沿
い
て
も
珍
重
さ
れ
た。

し
か
し
刀
飯
そ
の

他
の
武
器
の
輸
出
は
巳
に
大
宝
律
令
の
禁
や
る
と
と
ろ
で
あ
り 、

と
の
時
代
も
ま
た
厳
禁
し
て
を
っ
た
が 、

倫
ほ
当
局
の
限
を
潜
っ
て
密

〈
註
ご
一
〉

輪
出
さ
れ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

〈
註
三一
〉ペ
註
二一一一
×
設
二
四
ヌ
註
二
五
X
註
二
六
U

門
誌
二
七v

・
l

と
の
ほ
か
に
は
銅
子
鍋
・

銅
薬
鐘
・

庖
丁
・

唐
欽
・

丹
木
・

傘
・

手
洗
・

紅
・

素杯初
・

木
実
油
・

魚
油
・

等
か
朝
鮮
に
持
ち
渡
ら
れ
て

円
註
二
八〉

取
引
さ
れ
た。

叉
日
本
の
柑
類
も

輪
出
さ
れ
た。

と
の
や
う
に
し
て
米
以
外
に
も
朝
鮮
貿
易
に
よ
っ
て
藩
の
財
政
を
支
へ
る
と
と
ろ
が
大

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

五
七
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

五
人

き
か
O
た。

さ
れ
ば
明
和
の
頃
朝
鮮
貿
易
が
一
時
杜
絶
え
た
た
め
に
同
藩
の
財
政
窮
之
を
台
げ 、

や
む
な
く
貿
易
再
開
ま
で
当
分
の
う
ち

大
坂
御
金
減
よ
り

銀
三
百
貫
目
づ
っ
と
の
年
よ
り

廻
す
こ
と
に
し
た。

そ
し
て
貿
易
再
開
に
努
力
す
る
と
共
に 、

家
臣
建
に
対
し
て
は
審

〈
設
二
九
》

修
禁
止
・

倹
約
奨
励
を
訓
議
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
o

殊
に
義
質
が
家
督
を

継
い
で
藩
主
と
な
り 、

文
化
十
四
年
七
月
は
じ
め
て
入
部
し
た

際
発
し
た
議
達
書
の
中
に
沿
い
て 、

抑
蛍
園
ハ
他
部
と
濯 、

不
毛
同
様
之
地
所
故 、

無
是
非
朝
鮮
と
貿
易
之
浮
利
を
以
園
用
之
第
一

－－
宛テ
来 、
い
か
に
も
不
本
意
次
第 、

巳
前
よ

人初
城、
王
様
御
素
願
之
訳
に
候
処 、

共
時
運
廻
り

来
ら
ざ
る
而
巳
た
ら’
歩 、

貿
易
ハ
近
年
翠
塞
同
様
之
鉢 －－
怒
り 、

出
入
算

法
全グ
不
一引
合
難
路
至
極
之
末 、

比
年
来
朝
鮮
園
凶
歳
打
続
き
取
引
誠

一和寒 、

韓
内
危
念品
差
臨
候

一V
下

と
い
O
て
ゐ
る
と
と
に
よ
っ
て

、

朝
鮮
貿
易
が
対
馬
藩
の
財
政
に
と
っ
て
如
何
に
死
活
問
題
も
あ
っ
た
か
を
充
分
に
窺
知
し
得
る
で
あ
ら

ハ
註
三
O
V

ぅ。

そ
し
て
と
の
時
も

幕
府
よ
り

肥
前
国
松
浦
郡
其
の
他
に
二
万
石
の
地
を
貰
っ
て
辛
う
じ
て
危
急
を
凌
い
だ
の
で
あ
っ
た

Q

註

高
橋
章
之
助
氏
著
「
宗
家
と
朝
鮮」

必

要

雑

書

陶
山
前
庵
「
津
島
紀
略」

四

必

要

雑

書

五

津

島

組

略

』.L・
ノ＼

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、
一
克
椋
十
一

年
唐
坊
新
五
郎
勤
佼
之
節
町
人
飯
束
事
兵
衛
白
水
与
兵
衛
人
参
潜
商
仕
相
手
之
朝
鮮
人
共
に 、
両
国
被

制
法
候
一

一件
日
帳
抜
書
所
攻
八
月
廿
九
日
高
勢
λ
右
衛
門
唐
坊
新
五
郎
等
口
上
覚
書
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七

向

上

八

津

島

紀

略

九

同

上

一

O

東

華

事

考

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、
享
保
十
年
抜
帥防
御
A思
議
囚
人
共
口
問
拷
問
口
書
二
月
十

九

日
僚

同
所
蔵 、
享
保
十
年
抜
船
木
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
井
同
類
之
技
人
肥
前
皿
山
嬉
野
女
郎
左
衛
門
舷
頭
平
戸
大
嶋
徳
左
衛
門
同
前
水
夫
与
左
衛
門
太

右
衛
口
書

四

同東

華

事

考

上

一
五

同

上

宗
家
万
松
院
支
障
所
蔵、
弘
化一♂一
年
三
月
朝
鮮
御
横
目

頭
弁
手
右
衛
門
引
諾
下
卯
右
衛
門
夜
中
朝
鮮
人
を
呼
入
候
衣
第

同
所
蔵 、
天
保
十
四
年コ一
月
佐
須
奈
飛
船
乗
組
三
千
人
参
猪
爵
呑
潜
商
之
衣
第
来
朕
共

一
八’
同
所
蔵 、
安
政
二
年
四
月
御
手
般
住
吉
丸
水
夫
貞
治
朝
鮮
御
積
百
山
田
勇
作
引
請
下
亀
之
介
入
参
端
菜
種
類
油
紙
等
潜
商
之
，次
第
来
朕
共

一

六七

九

同
所
蔵可
安
政
二
年
七
月
御
手
舶
永
久
丸
般
添
理
兵
衛
水
夫
紋
右
衛
門
金
兵
衛
荷
主
松
井
女
作
費
参
角
爪
潜
商
記
録

ニ

O

同
所
蔵、
寛
女
七
年
抜
舶
覚
記

同
所
蔵 、
天
保
八
年
小
良
屋
喜
作
吉
田
屋
友
治
万
潜
商
記
録

同
所
蔵 、
弘
化
四
年
七
月
御
手
舵
宝
徳
丸
水
夫
善
兵
衛
銅
五
勺
入
子
鍋
拾
五
組
銅
薬
鐘
拾
五
古
銅
其
外
包
丁
鋲
お
ろ
し
等
潜
商
之
企
於
和
館
相

頴
候
・次
第
来
朕
並
同
類
御
裁
許
共

同
所
蔵、
弘
化
二
年
四
月
御
手
舶
春
日
丸
水
夫
与
四
郎
角
爪
潜
商
之
弐
第
来
朕
共

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
町却
と
対
馬
藩

五
丸
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
藩

ご

五

同
所
蔵、
嘉
永
四
年
石
田
屋
忠
右
衛
門
紅
廿
疋
持
渡
山
達
人
参
宇
斤
斗
潜
商一
件
記
録

同
所
蔵、
嘉
氷
三
年
六
月
御
手
般
永
久
丸
水
夫
武
吉
三
拾
人
水
夫
卯
兵
衛
傘
五
拾
本
手
洗
拾
組
持
渡
人
参
潜
商
之
衣
第
来
朕
共

r、

二

四

一
一

六

同
所
蔵、
安
政
四
年
入
月
御
手
般
常
盤
丸
水
夫
松
治
素
麺
弐
箱
持
渡
爪
百
七
拾
五
斤
潜
商一
件
記
録

同
所
蔵、
天
保
十
四
年コ一
月
佐
須
奈
飛
船
乗
組
三
平
人
参
猪
爵
香
潜
商
之
・次
第
来
朕
共

二

七

二

八

二

九

東

事

考

対
馬
難
知
町
中
江
勝
氏
所
蔵
御
法

令書

華

O

洲
洞
生
虎
農
民
所
誠、
女
化
十
四
年
七
月
宗
義
質
論
蓮
写

前
節
に
よ
っ
て
明
か
た
や
う
に
、

朝
鮮
貿
易
は
対
馬
器
に
と
っ
て
は
、

食
料
問
題
の
上
か
ら
い
っ
て
も
ま
た
藩
の
財
政
上
か
ら
し
て
も

日
県
に
死
活
問
題
で
あ
っ
た
の
で
、

中
世
朝
鮮
側
よ
り
委
ね
ら
れ
た
文
引
の
発
行、

貿
易
の
斡
旋
よ
り
更
に
一

歩
進
ん
で
貿
易
を
独
占
す
る

〈
註
一
v

意
欲
を
有
つ
に
至
っ
た
。

か
く
て
幕
府
の
承
認
の
下
に
朝
鮮
と
約
僚
を
結
び
、

対
馬
以
外
の
人
々
の
朝
鮮
渡
航
を
禁
止
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
前
時
代
よ
り
置
か
れ
て
来
た
釜
山
浦
（一
旦
毛
浦
〉

の
和
舘
を
朝
鮮
で
の
唯
一

の
貿
易
市
場
と
し
て
貿
易
を
管
理
し
、

此
処
に
沿
い

て
取
引
さ
れ
る
諸
物
貨
に
運
上
を
課
し
た
。

即
ち
荒
物
運
上
は
十
分
の
一

を
取
り、

中
国
の
物
貨
は
鍛
子
一

本
に
付
き
運
上
銀
十
匁、

色

紬
一

本
に
付
十
匁、

紋
無
縮
緬
一

反
に
付
き
三
匁、

紗
綾
一

反
に
付
三
匁
、

勉
羅
両
一

反
に
付
き
一

匁、

毛
艶
一

枚
に
付
き
一

匁
五
分、

（
註
二
u

人
参
百
斤
に
付
十
斤
の
割
合
で
あ
っ
た
。

ま
た
貿
易
の
発
屋
に
伴
ひ
、

釜
山
浦
は
遠
浅
に
し
て
且
つ
狭
隆、

船
舶
の
碇
泊
に
惑
し
な
い
の
で
、

和
舘
を
現
今
の
釜
山
に
移
さ
う
と

会見
三
〉

企
で
、

万
治
元
年
よ
り
延
宝
元
年
に
至
る
間
度
々
朝
鮮
側
と
交
渉
を
重
心
）
同
三
年
釜
山
の
地
に
移
転
を
完
了
し
た。
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と
の
や
う
に
朝
鮮
貿
易
は
対
馬
藩
の
独
占
下
に
沿
い
て
行
は
れ
た
の
で
あ
る
が、
人
参
の
取
引
等
は
利
益
が
多
い
の
で、
己
に
前
代
に

見
ら
れ
た
密
貿
易
は、
と
の
時
代
に
も
対
馬
藩
の
監
視
の
限
を
潜
っ
て
行
は
れ
た
の
で
あ
るo
密
貿
易
は
潜
商
と
呼
ん
で
い
る
が、
そ
の

大
規
模
の
も
の
は
般
を
仕
立
て
て
私
か
に
朝
鮮
に
渡
航
す
る
所
謂
抜
胎
で
あ
る。
と
の
抜
般
に
も
対
馬
人、
対
馬
藩
で
所
謂
御
国
者
許
り

に
て
共
謀
し
て
行
ふ
も
の
と
＼
他
国
の
人
々
が
企
て
る「
場
合
と
あ
る。
そ
し
て
御
園
者
ば
か
り
の
場
合
は
資
本
が
僅
か
で
各
り、
従
っ
て

ハ
註
四
〉

仕
入
れ
帰
る
人
参
も
少
量
で
あ
っ
た
が、
他
国
の
人
々
の
場
合
は
相
当
大
規
模
た
場
合
が
多
か
っ
た。
彼
等
は
数
各
乃
至
十
数
名
も
共
謀

し
結
托
し
て
抜
船
を
行
ひ、
資
本
を
投
資
す
る
所
謂
銀一
克
と
抜
船
実
行
者
と
あ
り、
そ
れ
に
は
多
く
の
場
合
朝
鮮
に
渡
航
し
た
経
験
の
あ

る
対
馬
人
が
加
は
っ
て
ゐ
る

G

た
と
へ
ば
寛
文
四、
五
両
年
朝
鮮
へ
抜
胎
密
貿
易
を
行
ひ、
同
七
年
発
覚
処
刑
さ
れ
た
対
局
人
扇

織衛
門
・

同
大
久
保
基
右
衛
門
の
一
味
に
は、

筑
前
博
多
の
伊
藤
小
左
衛
門
が
銀
元
と
し
て
投
資
し、

そ
の
手
代
高
木
初
右
衛
門
・
久
兵
衛
・
伝

兵
衛
の
三
人
が
準
備
に
奔
走
し
たo
殊
に
伝
兵
衛
の
如
き
は、
銀
子
を
上
方
へ
持
ち
上
り、
朝
鮮
向
き
の
物
貨
を
仕
入
れ
て
を
る
の
で
あ

る。
そ
の
他
博
多
の
問
屋
ぜ
ん
の
孫
右
衛
門
・
伝
右
衛
門
・
と
う
σ
き
藤
兵
衛
・
市
右
衛
門
等
が
関
係
レ
て
を
り、
と
の
ほ
か
長
崎
商
人

で
は
薩
摩
屋
，次
郎
助
・
塗
師
屋
九
右
衛
門
・
伝
兵
衛
・
博
多
屋
孔
右
衛
門
・
山
形
屋
吉
兵
衛
・
浅
見
七
左
衛
門
・
矢
野
宗
右
衛
門
・
対
馬

問
屋
塩
屋
多
兵
衛
・
同
筒
見
多
左
衛
門
・
麦
屋
乃
三
右
衛
門
・
源
五
右
衛
門
等
が
関
係
し
て
を
り、
殊
に
薩
摩
屋
次
郎
助
は
薩
摩
の
問
屋

で
あ
っ
て、
同
問
屋
で
朝
鮮
へ
持
ち
渡
る
硫
黄
を
調
へ
て
ゐ
る。
ま
た
対
馬
人
と
し
て
は
扇
格
衛
門
の
ほ
か
大
久
保
甚
右
衛
門
・
木
原
市

右
衛
門
・
紳
宮
惣
兵
衛
・
亀
岡
千
右
衛
門
等
が
加
っ
て
を
り、
筑
前
の
孫
左
衛
門
が
船
頭
と
し
て
渡
鮮
し
て
ゐ
る
ほ
か
は
大
体
対
馬
人
が

渡
船
密
貿
易
に
従
事
し、
博
多
長
崎
人
は
投
資
者
と
友
う
て
ゐ
る
の
で
あ
る。
ま
た
と
の
他
に
も
直
接
渡
鮮
の
と
と
に
奔
走
し
た
も
の、

ハ
叫一回
五
u

或
は
朝
鮮
通
辞
と
し
て
抜
舶
に
乗
っ
た
も
の
等
あ
り、
非
常
に
多
く
の
人
々
が
関
係
し
て
ゐ
る。
ま
た
享
保
十
年
抜
般
を
企
て
捕
へ
ら
れ

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
左
対
馬
藩
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

f\ 

-L、

／、

た
佐
賀
藩
の
町
人
嬉
野
次
郎
左
衛
門
の
場
合
に
も、
対
馬
藩
の
町
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
が
銀
元
と
な
り、
一千
戸
領
の
船
頭
徳
左
衛
門
等
が

〈
註
六
V

と
れ
に
関
係
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る。

次
に
彼
等
が
抜
舶
を
す
る
場
合
に
乗
G
た
般
は
六
人
位
い
の
天
道
船
よ
り、
多
く
て
十
数
人
で
乗
り
組
ん
で
居
h夕、
余
り
大
き
た
般
で

円
詮
七
V

は
唱な
か
っ
た。
そ
し
て
対
馬
の
関
所
は
島
の
西
北
隅
に
あ
り、
ま
た
遠
見
番
所
も
東
西
併
せ
て
十一
ケ
所
あ
っ
た
の
で、
抜
舶
を
す
る
者

建
は
平
戸
老
岐
か
ら
対
局
の
沖
合
を
経
て
朝
鮮
と
往
来
す
る
場
合
）
以
上
の
建
見
番
所
の
所
在
地
を
考
慮
し、
夜
中
危
険
地
点
を
通
過
す

円
詮
八
》

る
よ
う
に
し
た
り、
或
は
帆
を
こ
っ
張
っ
て
朝
鮮
舶
に
見
せ
か
け
た
り
し
て、
種

之監
視
の
限
を
く
ら
ま
す
と
と
に
苦
心．
し
て
ゐ
る
の
で

〈
設
九
》

あ
る。ま

た
抜
舶
が
朝
鮮
に
到
着
し
た
場
合、
密
貿
易
者
建
が
取
引
す
る
場
所
は、
多
く
和
館
の
近
所
の
坂
の
下
と
い
う
と
と
ろ
で
あ
っ
て、

円
註
一

ov

と
と
に
は
日
本
語
を
話
せ
る
朝
鮮
人
が
多
か
っ
た
の
で、
共
処
に
行
く
と
自
由
に
取
引
が
出
来
た
の
で
あ
る。
更
に
彼
等
が
密
貿
易
を
絡

っ
て
無
事
臼
本
に
戻
ワ
た
場
合、
そ
の
密
貿
易
品
た
る
人
参
は
多
く
長
崎・
一千
戸・
博
多・
下
関・
大
坂
等
で
売
り、
と
の
ほ
か
に
も
讃

（
註
一
一
v

岐
の
多
度
津
等
で
売
却
し
て
ゐ
る。
そ
し
て
朝
鮮
人
参
は
禁
制
品
で
あ
り
且
つ
珍
品
で
あ
ワ
て、
と
れ
を
売
却
す
る
に
は
長
崎
奉
行
所
り

差
紙
を
必
要
と
し
た
の
で、
差’
紙
の
な
い
密
輸
品
を
売
却
す
る
に
は
下
関
等
の
同
合
で
は
足
が
つ
き
易
く、
と
れ
に
反
し、
大
坂
は
密
聡

口問
を
紛
ら
か
す
に
も
便
宜
が
あ
り、
ま
た
大
坂
は
人
参
が
高
値
に
売
れ、
し
か
も
戻
り
の
場
合
相
当
の
品
々
を
調
へ
る
と
と
が
出
来
る
の
で、

抜
荷
は
多
く
上

方に
運
ば
れ
て
取
引

斗か
がo

以
上
の
や
う
友
大
規
模
の
密
貿
易
が
行
は
れ
る
や
う
に
な
れ
ば、
貿
易
の
利
潤
独
占
し
よ
う
と
す
る
対
馬
藩
に
と
っ
て
は
大
き
注
損
害

と
な
る。
同
藩
で
は
「
古
来
よ
り
日
本
朝
鮮
問
の
通
路
は
対
馬一
路
よ
り
往
来
す
る
と
と
に
た
っ
て
ゐ
る。
若
し
他
州
の
者
が
朝
鮮
へ
の
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海
路
を
熟
脅
す
る
や
う
た
と
と
に
な
る
と、

後
々
如
何
い
ふ
と
と
が
起
る
か
測
り
知
れ
友
い
か
ら
潜
商
（
密
貿
易〉
の
取
締
り
は
一
通
り

ハ
設
一
＝一
V

の
気
遣
ひ
ゃ
う
で
は
た
い
」
と
い
っ
て
ゐ
る
が、

草
に
そ
れ
ば
か
り
で
は
た
く、
同
藩
の
貿
易
に
も
大
き
な
打
撃
を
与
へ
た
と
と
は、
享

保
十
年
扇
格
衛
門
・
大
久
保
甚
右
衛
門
等
が
密
貿
易
の
科
に
よ
っ
て
裁
判
に
附
せ
ら
れ
た
際、

江
戸
年
寄
か
ら
の
来
翰
に
対
し
て
対
馬
藩

樋
口
孫
左
衛
門
・
大
浦
忠
左
衛
門
が
送
。
た
返
答
書
の
中
に、

抜
船
仕、
人
参
高
直
に
相
調
候
而
者、
対
馬
守
役
人
共
買
取
候
人
参
唯
今
迄
之
直
段
に
而
は
買
取
候
儀
不
罷
成、

段
々
高
直
に
可
罷

成
候、

然
時
は
御
官
地
鹿
賀
之
直
段
も
買
本
に
癒
し
相
増
不
申
候
而
は
難
成
候、
左
候
へ
は
諸
人
之
玄
に
罷
成、
日筑
毒
成
事
に
御
座

f民

と
い
っ
て
を
h夕 、
密
聡
品
の
闇
値
段
は
人
参
の
相
場
を
暴
騰
さ
せ、
対
馬
藩
の
公
的
貿
易
を
不
利
に
陥
れ
る
旨
を
強
調
し
て
ゐ
る
点
か
ら

ハ
註
一

四
〉

も
窺
は
れ
る
の
で
あ
る。

そ
と
で
同
藩
は
抜
舶
・
潜
商
に
対
し
て
はロ
厳
重
た
監
説
を
実
施
し
た。
即
ち
対
馬
の
西
岸一
帯
は
朝
鮮
と
の
交
通
に
便
し
て
ゐ
る
の
で

そ
の
西
北
隅
に
関
所
を
設
け
た。
今
佐
須
奈
関
所
の
模
様
を
見
る
と、
馬
廻
り
四
人
（
内
二
人
は
郷
侍）
・
中
小
姓
四
人
〈
内
二
人
は
郷

〈
註
一

五
V

侍）
・
徒
士
二
十
五
人
（
内
六
人
は
郷
侍）
、
右
の
外
に
足
軽
・
小
人
・
船
子
以
下
叉
者
共
が
駐
在
し
た。
ま
た
遠
見
番
所
は
東
西
共
に

十
五
ケ
所
あ
っ
た
が、

後
木
坂
村
・
志
多
賀
村
・
廻
り
村
・
阿
蓮
村
の
四
ケ
所
を
減
じ
て
十一
ケ
所
置
か
れ
た。
次
に
北
端
の
豊
村、
上、

下
両
懸
を
繋
ぐ
大
船
越
1

南
端
の
豆
般
村
の
三
要
所
は
押
舶
（
迫
舶〉
即
ち
進
跡
船
の
碇
泊
地
と
し、
平
常
も
迫
船
方
御
目
付
・
御
徒
目
付

等
の
役
人
を
建
し、

吟
味
を
遂
げ、
村
氏
に
も
疑
は
し
い
般
の
警
戒
を
命
じ
た。

更
に
朝
鮮
草
梁
に
も
藩
士
を
在
香
ざ
せ
た
が、
そ
れ
は

番
頭
・
馬
姐
り
・
大
小
姓
・
徒
士
・
足
軽
・
小
人
舶
手
以
下
叉
者
共
に
至
る
ま
で
凡
そ
五
六
百
人
を
数
へ
た
の

かポ
ポo

近
世
北
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

／、
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近
世
に
h明

け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

六
回

以
上
の
関
所・
番
所
に
沿
い
て
怪
船
を
発
見
す
る
と一
迫
舶
を
出
し
て
こ
れ
を
全
捕
し、
厳
重
注
荷
物
調
べ
が
行
は
れ
る。
荷
物
検
査
の

結
果、
抜
舶
の
容
疑
が
生
じ
て
来
る
と、
容
疑
者
に
対
し
て
更
に
厳
重
取
調
べ
が
行
は
れ、
時
に
は
拷
問
に
か
け
る
場
合
も
あ
っ
た
が、

他
藩
の
者
の
場
合
は
拷
問
を
避
け
る
と
と
に
た
っ
て
ゐ
た。
ま
た
他
藩
の
者
の
場
合
に
は一
応
取
調
べ
の
上、
そ
の
藩
に
引
渡
す
の
で
あ

《
誌
一

七
V

る。
そ
し
て
外
国
へ
抜
船
す
る
と
と
は、

そ
れ
は
長
崎
や
西
国
筋
で
抜
荷
す
る
の
と
は
訳
が

鎖
国
令
以
来
所
謂
大
禁
と
た
っ
て
を
り、

立時一
八
V

遠
い、
異
国
へ
抜
船
す
る
と
と
で
あ
る
か
ら
非
常
に
重
大
問
題
で
あ
っ
た
の
で、
若
し
密
告
し
て
出
る
忘
の
が
あ
れ
ば、
仮
令
同
類
で
あ

っ
て
も
そ
の
科
を
許
し
て
褒
美
を
与
へ
る
と
い
ふ
法
令
を
さ
へ
出
し
た
殺
で
鉛
む

従
う
て
そ
の
犯
人
が
逮
捕
さ
れ
た
場
合
に
は、
対
馬
藩
だ
け
の
問
題
で
は
た
く、
直
ぐ
様
江
戸
の
幕
府
に
報
告
さ
れ、
そ
の
指
揮
を
仰

ぎ、
犯
人
は一
応
長
崎
に
返
っ
て
抜
船
犯
人
と
し
て
の
吟
味
を
受
け、
刑
罰
を
謀
せ
ら
れ、
対
馬
に
さ
し
一反
し
て
処
刑
し
た。
そ
の
処
刑

は
極
刑
を
以
て
臨
んF

だ
と
と
は、
寛
文
七
年
抜
船
事
件
に
て
裁
判
を
受
け
た
対
馬
人
扇
屋
格
右
衛
門・
小
茂
田
勘
左
衛
門
等
が
長
崎
に
詮

ら
れ
て
吟
味
さ
れ、
小
茂
田
勘
左
衛
門・
扇
格
右
衛
門
は
磯
刑、
そ
の
男
子
は
斬
罪、
吉
田
孫
兵
衛
以
下
五
人
は
獄
門、
原
野
与一
左
衛

門
以
下
四
人
は
斬
罪、
家
財
閥
所、
妻
子
兄
弟
姉
妹・
下
人
は
曳
科
に
処
せ
ら
れ
奴
伯仲
と
し、
私
領
は
領、王
の
自
由
に
任
せ、
津
江
七
郎

ハ
註
ニ
O
M

兵
衛
以
下
四
人
は
追
放
の
判
決
を
与
へ
ら
れ、
各
々
処
刑
さ
れ
て
い
る。
ま
た
享
保
十
年
抜
船
を
企
て
た
対
馬
藩
町
人
石
橋
七
郎
右
衛
門

・
佐
賀
藩
町
人
嬉
野
次
郎
左
衛
門・
千
戸
領
船
頭
徳
左
衛
門
等
の
場
合
に
は、
嬉
野
次
郎
左
衛
門・
船
頭
徳
左
衛
門
等
は
各
え
そ
の
藩
へ

引
渡
し
た
が、
石
橋
七
郎
右
衛
門
の
み
は
対
馬
藩
よ
り
長
崎
奉
行
所
に
報
昔、
同
人
牢
死
し
た
の
で
長
崎
奉
行
の
裁
判
に
よ
り
対
馬
厳
原

に
告
い
て
改
め
て
斬
罪
獄
門
の
刑
に
処
せ
ら
れ、
そ
の
妻
子
・
兄
弟・
姉
妹
は
曳
科
を
以
て
奴
稗
に
さ
れ
て
ゐ
る
の
で

bd
～

以
上
は
国
内
で
の
犯
人
処
分
の
場
合
で
あ
る
が、
更
に
と
の
問
題
は
対
外
的
に
も
注
目
す
べ、
き
も
の
が
あ
る。
即
ち
対
馬
藩
と
朝
鮮
と
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の
間
に
は
潜
商
の
場
合、
日
本
側
の
犯
人
を
所
罰
す
る
と
同
時
に
相
手
方
の
朝
鮮
人
犯
人
も
所
罰
す
る
と
い
ふ
依
約
が
結
ぼ
れ
て
ゐ
た。

そ
の
上
朝
鮮
へ
も
反
響
の
あ
る
よ
う
対
馬
人
犯
人
は
対
馬
に
渡
し、
同

地に
て
死
刑
に
す
る
と
い
う
傾
向
さ
へ
あ
ラ
た
の
で
あ
る
尚一
ト勺

抜
給
事
件
の
場
合
に
は
対
馬
藩
よ
り
逐一
幕
府
に
報
告
し、
幕
府
の
指
揮
を
受
け
た
が
ら
朝
鮮
と
交
渉
し
て
ゐ
る
の
で
あ
るι
そ
し
て
そ

の
外
交
文
書
は
京
都
の
五
山
よ
り
対
馬
に
派
遣
さ
れ
た
長
老
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
り、
と
の
交
渉
に
は
互
に
物
品
を
姶
答
す
る

ハ
註
二
三
V

外
交
々
渉
の
面
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る。
そ
し
て
我
が
要
求
が
貫
徹
さ
れ
た
と
と
も
た
い
で
は
泣
い。
例
へ
ば
元
総
十一
年
唐
坊
新
五
郎

て、
朝
鮮
貿
易
は
藩
の
独
占
事
業
で
あ
り、
ま
た
最
も
重
要
注
財
源
で
あ
っ
た
か
ら、
と
れ
を
阻
害
す
る
密
貿
易
の
禁
止
如
何
は
そ
の
死

が
和
館
勤
役
の
時、
人
参
を
潜
商
し
た
町
人
飯
束
喜
兵
衛・
白
水
与
兵
衛
と
密
売
者
の
朝
鮮
人
金
継
桂、
人
参
の
元
の
持
主
韓
碩
軍
官
頭

朴
再
章、
宿
主
仇
重
卿
を、
日
本
側
か
ら
の
巌
重
た
交
渉
に
よ
り、
朝
鮮
側
も
遂
に
要
求
を
容
れ
て
取
調
べ
を
行
ひ、
双
方
立
会
ひ
の
上

門誌一一四》

に
て、
同
年
七
月
八
日
釜
山
の
二
獄
に
沿
い
て
斬
罪
に
行
っ
て
ゐ
る
例
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る。
ま
た
朝
鮮
に
沿
い
て
対
馬
人
の
犯
人
が

逮
捕
さ
れ
て
も、
一
旦
対
馬
に
送
還
し、
裁
判
に
よ
ワ
て
罪
科
を
決
定
し）
再
び
犯
人
を
朝
鮮
に
送
り、
朝
鮮
の
地
に
沿
い
て
朝
鮮
側
当

《
設
二
五
V

局
者
の
立
会
ひ
の
下
に
桑
刑
を
執
行
し
た
場
合
も
る
る。
と
れ
は
朝
鮮
側
に
対
し、
朝
鮮
人
の
犯
人
の
吟
味
と
処
分
と
を
促
す
目
的
を
以

て
行
は
れ
た
も
の
で
あ
る。
し
か
し一
般
に
は
朝
鮮
側
が
言
を
左
右
に
し
て
応
じ
た
い
場
合
の
方
が
多
か
っ
た。
と
れ
は
対
馬
藩
に
と
。

活
問
題
で
あ
っ
た
の
に
対
し、
朝
鮮
側
に
沿
い
て
は
む
し
ろ
そ
の
必
需
品
で
あ
る
硫
黄
や
銀・
銅
そ
の
他
の
物
貨
を
密
貿
易
業
者
が
斎
し

て
央
れ
る
の
で、
と
れ
を
歓
迎
す
る
立
場
に
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る。

以
上
の
如
く
対
馬
藩
自
ら
密
貿
易
の
取
締
り
に
当
っ
た
が、
ま
た
同
時
に
幕
府
の
力
も
借
り
て
ゐ
た。
享
保
の
頃、
松
江
藩
の
人
々
が

対
馬
よ
り
朝
鮮
の
竹
島
へ
渡
航
し
た
の
を
幕
府
が
禁
止
し
て
ゐ
る
と
と
た
ど
そ
の
一
例
た
が一
ぬo

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

六
五
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近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

ム
ハ

ム
ハ

一
一

宗
家
万
松
院
女
揮
所
蔵、

享
保
十
年
長
崎
御
奉
行
所
え
抜
船
一
件
御
請
答
集
書

東

華

事

考

四

高
橋
章
之
助
氏
著
「
宗
家
と
朝
鮮」

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、

享
保
十
年
囚
λ
石
橋
七
郎
右
衛
門
就
病
死
長
崎
御
奉
行
石
河
土
佐
守
様
え
御
届
之
御
使
者
勤
之
日
記

五

同
所
蔵、

寛
文
七
年
抜
舶
覚
記

／、

同
所
蔵、

享
保
十
年
同
十
一

年
長
崎
田
代
博
多
佐
賀
平
戸
江
遺
侯
書
朕
如

同
所
蔵、

事
保
十
年
囚
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
就
病
苑
長
崎
御
奉
行
石
河
土
佐
守
藤
江
御
届
之
御
使
者
勤
之
日
記

七A 九

同
所
蔵、

事
保
十
年
抜
船
木
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
並
同
類
之
旋
人
肥
前
皿
山
嬉
野
次
郎
左
衛
門
般
頭
平
戸
大
嶋
徳
左
衛
門
同
所
水
夫
与
左
衛
門

太
右
衛
門
口
書

。

同
所
蔵、

享
保
十
年
援
船
御
余
議
囚
人
共
口
問
拷
間
口
書
・
同
事
保
十
年
披
館
本
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
並
同
類
之
放
人
肥
前
皿
山
嬉
野
弐
郎
主

衛
門
船
頭
卒
戸
大
嶋
徳
左
衛
門
同
所
水
夫
与
左
衛
門
太
右
衛
門
口
車

四

同
所
蔵、

事
保
十
同
十
一
同
十
二
年
設
舷
一
件
御
国
中
集
書

同
所
蔵、

亭
保
十
同
十
一

同
十
二
年
抜
船
一
件
江
戸
表
年
寄
中
江
遁
・々
申
選
公
儀
江
被
仰
上
候
御
請
答
之
衣
第
申
候
集
書

事
保
十『

十
一

、

十
二
年
江
戸
年
寄
中
よ
り
之
来
朕
以
頭
書
及
返
答
候
写

同
所
蔵
）

事
保
十
年
囚
人
石
橋
七
郎
右
衛
門
就
病
死
長
崎
御
奉
行
石
河
土
佐
守
様
江
御
届
之
御
使
者
勤
之
日
記
六
月
九
日
僚

一

五

一
六

同

上
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七

同
所
蔵
1

享
保
十
年
四
月
十
二
日
豆
酸
御
内
院
浦
に
而
被
召
捕
候
囚
人
嬉
野
弐
郎
左
衛
門
肥
前
之
佐
賀
江
被
差
益
候
を
御
領
分
田
代
に
而
引
渡

一

八

候
・次
第
覚
書

同
所
蔵、

事
保
十
年
同
十
一

年
同
十
二
年
江
戸
年
寄
中
よ
り
之
来
駅
以
頭
書
及
返
答
候
写

九

二
O

同
所
蔵、

寛
文
七
年
抜
般
覚
記
抜
書

同
所
蔵、

享
保
十
・

同
f
一
・

同
十
二
年
抜
紘
一

件
御
国
中
集
書

同
所
蔵、

寛
文
七
年
九
月
十
日
よ
り
至
十
年
六
月
抜
般
覚
記
四、

寛
文
八
年
E
月
十
一

日
僚

同
所
蔵、

寛
文
七
年
九
月
十
日
よ
り
至
十
年
六
月
抜
舷
覚
記

二
四

同
所
蔵、

元
椋
十
一

年
唐
坊
新
五
郎
勤
役
之
節
町
人
飯
東
喜
兵
衛
白
水
与
兵
衛
人
参
潜
商
仕
相
手
之
朝
鮮
人
共
両
国
被
行
御
制
法
侯
一

二
五

件
目
帳
抜
書

同
所
蔵、

享
保
十
一

年
同
十
二
年
至
朝
鮮
表
申
禁
使
杉
村
釆
女
方
立
御
国
年
寄
中
よ
り
遺
候
書
朕
以
頭
書
返
答
有
之
候
写

二
六

長
崎
鯨
南
高
来
郡
神
代
村
鍋
島
家
所
蔵
法
令
集

事

四

以
上
に
よ
っ
て
明
か
危
如
く、

対
馬
藩
の
抜
船
械情
商
の
取
締
り
は
厳
重
を
極
め
た
た
め、

抜
船
に
よ
る
大
規
模
左
密
貿
易
は
，次
第
に
跡

そ
絶
っ
て
来
、売。

享
保
十
年
石
橋
七
郎
右
衛
門
等
の
密
貿
易
発
覚
し
た
時、

宗
対
馬
守
義
成
は、

寛
文
六
年
対
馬
の
町
人
大
久
保
嘉一
右
衛

問山
・
扇
格
右
衛
門
等
抜
舶
を
企
て
て
よ
り
以
来、

五
六
十
年
の
間
抜
般
を
や
っ
た
者
が
怒
しい
と
い
っ
て
ゐ
る
と
と
ろ
よ
り
見
れ
ば、

抜
舶

が
非
常
に
少
く
伝
っ
て
来
た
と
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
碕
℃

し
か
し
仮
令
大
規
模
怠
密
貿
易
が
跡
を
絶
っ
た
に
し
て
も・

小
規
模
左
密
貿
易
の
跡
を
絶
つ
わ
け
に
は
行
か
た
い
。

何
故
か
た
ら
ば、

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

ム
ハ

七

ιε、
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、

ム
ハ

入

門
註
ニ
M

対
馬
藩
に
は
所
謂
御
米
漕
船・
御
手
船・
飛
船
等
の
公
用
船
が
あ
り、
そ
れ
等
の
乗
組
員
連
が
密
貿
易
を
な
し、
銀・
銅
子
鍋・
銅
薬
鑑

・
唐
欽・
帰一
おい
特・

海艇・

呼野・
一向山
競
艇・
木
実
一泊・
純
一悌
一等
を

縞に
携
へ
て
行
き、
和
館
を
根
一械
に
し
て、
外
部
の
朝
鮮
人
と

〈註『
O
V

（註同一
u

s

（註
コ一
M

l

ハ註一一一一
u

取
引
し、
人
参・
布
海
苔・
滑
爵
香・
薬
種・
菜
種・
油
紙・
牛
角・
爪
等
の
雑
貨
類
を
密
輸
入
し
た。

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

し
か
し
そ
の
密
貿
易
が
極
め
て

小
規
模
で
あ
っ
た
と
と
は
或
は
扶
に
人
参
を
忍
ば
せ
た
り、
或
は
人
参
二
十
四
朱
を
博
多
雪
踏
の
中
に
仕
込
ん
で
密
職
を
行
。
て
ゐ
る
の

ハ
義
一
回
V

で
あ
る。

し
か
も
此
等
小
規
模
密
職
者
は、
密
輸
入
し
て
来
る
と
直
ぐ
ま
た
と
れ
を
博
多・
老
岐
そ
の
ほ
か
の
他
国
商
人
に
転
売
し
た
の
で
あ
る。

そ
し
て
そ
れ
が
極
秘一
義
に
行
は
れ
て
ゐ
た
と
と
は、
宝
永
七
年
人
参
密
貿
易
の
件
で、
逮
捕
さ
れ
た
日
吉
丸
船
舟
添
五
左
衛
門
の
白
自
に

よ
れ
ば、
朝
鮮
よ
り
密
輸
入
し
て
来
た
人
参
を、
対
局
厳
原
の
川
端
で
行
き
摺
れ
に
出
遭
う
た
博
多
般
の
船
頭
市
右
衛
門
と
い
う
者
に
売
渡

し
た
が、
そ
の
取
引
に
は、
先
づ
出
遭
っ
た
際、
見
も
知
ら
ぬ
市
右
衛
門
の
方
よ
り
朝
鮮
入
船
の
船
乗
と
見
て
呼
び
か
け
ら
れ、
売
物
が

泣
い
か
と
開
か
れ
た
の
で、
大一旦
は
あ
る
が
そ
の
ほ
か
に
売
物
な
し
と
答
へ
た
と
と
ろ、
宿
所
を
聞
か
れ、
と
れ
に
敬
へ
た
れ
ば、
募
方

に
家
に
訪
ね
て
来
た。
そ
と
で
母
を
外
出
さ
せ
て
置
い
て
人
参
を
取
り
出
し
見
せ
た
と
と
ろ
が
取
引
契
約
が
成
立
し
た。
翌
日
再
び
市
右

衛
門
が
銀
子
を
持
参
し
た
の
で、
ま
た
母
を
外
出
さ
せ
で
そ
の
留
守
に
人
参
を
売
却
し
た
と
述
べ
て
ゐ
る
と
と
ろ
よ
り
見
れ
ば、
密
輸
入

し
た
人
参
は、
対
局
に
沿
い
て
売
出
す
と
と
が
危
険
た
の
で、
他
州
の
商
人
に
売
却
し
た。
ま
た
と
う
し
た
対
馬
の
密
貿
易
者
を
目
当
て

に、
人
参
を
は
じ
め
朝
鮮
の
産
物
を
乎
に
入
れ
よ
う
と
し
て
や
れJ
て
来
る
他
国
の
商
人
達
が
存
在
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る。
そ

ハ註一
ra
v

し
て
彼
等
の
聞
の
取
引
は
極
め
て
秘
密
に
行
は
れ、
肉
親
者
に
ま
で
秘
す
る
程
に
要
心
深
か
っ
た
こ
と
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
るo

以
上
の
如
き
対
馬
藩
用
船
乗
組
員
の
密
貿
易
は
仮
令
小
規
模
で
あ
ヲ
て
も、
同
藩
貿
易
独
占
の
建
前
か
ら
す
る
時
黙
過
し
が
た
い
も
の

が
あ
る
上
に、
朝
鮮
往
還
の
町
人・
船
頭・
水
夫
等
の
場
合
は、
そ
の
生
計
を
助
け
る
た
め
の
密
貿
易
と
い
う
幾
分
情
朕
酌
量
す
べ
き
点
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も
あ
る
が
、

農
民
の
潜
商
に
至
。
て
は
、

そ
の
結
果
田
畠
を
顧
み
や、

潜
商
に
よ
っ
て
得
た
利
益
を
以
て
紳
仏
参
り
を
好
み
、

衣
食
に
者

（
註
工
。

り、

風
俗
を
害
し
、

田
昌
を
荒
廃
さ
せ
て
し
ま
ふ
と
い
う
理
由
の
下
に
、
ロ
厳
重
注
取
締
り
を
行
ひ
、

犯
人
は
終
身
乃
至
年
限
を
切
っ
て
の

奴
と
し
、

そ
の
妻
子
・

兄
弟
・

姉
妹
を
も
曳
科
と
し
て
奴
舛
と
し
て
、

農
村
居
住
の
士
、

即
ち
給
人
達
に
与
へ
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
訟
が
ら
密
貿
易
を
行
ふ
者
逮
は
、

藩
の
巌
重
注
取
締
に
対
抗
し
、

そ
の
手
段
が
，次
第
に
巧
妙
と
な
り、

朝
鮮
に
治
け
る
人
参
購

入
の
資
本
と
し
て
の
銀
子
を、

或
は
夜
具
蒲
団
の
中
に
縫
ひ
込
み
、

或
は
舶
の
浪
斥
き
の
所
に
仕
込
み
、

或
は
っ
き
入
網
碇
の
本
よ
り一一一

等
位
い
の
間
を
置
い
て
玉
銀
を
木
綿
袋
に
入
れ、
細
長
く
縫
ワ
て
船
中
で
三
四
百
目
位
い
づ
っ
に
仕
込
み
、
そ
の
ほ
か
鍋
荷
掠
の
涯
包
の
中

へ
仕
込
ん
だ
り、

或
は
ま
た
港
で
舶
を
繋
ぐ
碇
に
は
し
ら
か
し
を
結
び
付
け
て
入
れ
置
き、

村
人
に
頼
ん
で
夜
中
に
銀
子
を
結
へ
付
け
さ

せ
て
引
取
る
と
い
う
方
法
も
用
ひ
た。

ま
た
銀
子
を
船
市？
に
密
に
乗
せ
て
置
き、

か
ま
す
に
入
れ
二
等
位
い
の
綱
の
切
れ
を
結
び
付
け］

和
館
に
着
船
し、

荷
改
の
朝、

般
の
勝
梓
の
脇
か
ら
か
け
は
た
二
等
程
隔
っ
て
い
る
と
と
ろ
へ
沈
め
て
置
き、

荷
改
の
終
っ
た
夜
に
引
上

ハ
註
一

七
u

げ
る
と
い
ふ
乎
も
使
っ
た。

次
に
朝
鮮
よ
り
人
参
を
持
ち
帰
る
に
は
、

米
俵
の
中
に
人
参
を
仕
込
ん
だ
り、

荷
改
め
の
場
倉
苧
綱
切
等
を
俵
に
入
れ
て
置
き、

呉
下

に
人
参
を
埋
め
て
置
き、

改
め
が
す
ん
で
ま
た
荷
造
り
を
す
る
際
に
、

予
め
埋
め
て
置
い
た
人
参
を
右
の
切
屑
と
一

緒
に
俵
に
仕
込
ん
で

し
ま
ふ
と
い
ふ
方
法
を
と
っ
た。

或
は
水
竿
の
中
に
隠
し、

或
は
釜
の
下
編
目
五
節
通
り
程
の
と
と
ろ
に
人
参
八
十
目
程
の
も
の
を
一

節
（

づ
っ
編
込
ん
で
置
き、

荷
改
め
の
際
は
遂
を
逆
様
に
し
て
見
せ
て
役
人
の
目
を
く
ら
ま
し、

或
は
ま
た
人
参
を
樽
に
入
れ
蝋
詰
に
し
て
朝

鮮
島
へ
夜
分
持
参
し
て
般
に
積
込
む
。

ま
た
前
日
よ
り
島
へ
持
ち
渡
っ
て
舶
の
碇
泊
し
て
ゐ
る
近
所
へ
沈
め
て
置
く
と
と
も
あ
っ
た。

或

は
ま
た
和
館
の
蔵
の
壁
が
一

重
だ
っ
た
の
で
、

鼠
の
穴
や、

其
他
の
割
目
等
の
中
に
人
参
を
入
れ
て
置
き
、

米
の
積
込
み
の
際
人
参
も
取

近
世
に

お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

ム
ハ
丸
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近

世
に

お

け

る

対

鮮

密

貿

易
と

対

馬

藩

、

七

O

ハ
註
→
八U

〈
設
一
－九
》

《
註
二
O
U

り
乗
せ
る
と
い
ふ
と
と
も
や
っ
た。
或
は
ま
た
米
植
の
中、
或
は
ま
た
雪
駄
の
中
に
隠
し
た
こ
と
も
あ
ヲ
売。

殊
に
時
に
は
和
館
の
官
吏
と

ハ
註
亡
一
回

結
托
も
行
は
れ
る
等、
種
々
の
手
段
が
講
ぜ
ら
れ
た。
と
れ
に
対
し、
対
局
藩
の
荷
改
め
は
最
重
を
極
め、
朝
鮮
か
ら
の
帰
国
舶
が
夜
分

対
局
に
帰
着
し
た
場
合
に
は、
そ
の
夜
は
船
頭
さ
へ
も
そ
の
上
陸
を
禁
止
す
るι
水
竿
は
肌
皮
の
な
い
よ
う
剣
り
立
て
L
置
く
と
と。
火

床
の
下
船
梁、
末
代
給
梁、
蓬
の
内、
皮
か
ぶ
り
の
丸
木、
水
竿、
表
の
問
板
の
辺
り、

荷
改
め
の
時
み
さ
を
積
ん
だ
立
て
木
・
押
込
・

帳
箱
・
掛
硯
・
箪
笥
・
桶
箱
・
木
犀
に
議
。
た
器
・
格
の
上
の
み
き
さ
の
木
・
馬
乗
り
が
帰
国
の
場
合
は
馬
の
下
替、
米
権、
ど
ぐ、
大

ヱ
の
細
工
箱
・
水
夫
の
縛
・
以
上
の
検
査
を
励
行
す
る
と
と、
ま
た
水
夫
の
荷
物
積
込
み
の
時
事
脇
へ
寄
せ
て
置
く
と
と
等、
巌
重
且
つ

綿

密な
荷
改
め
船
改
め
を
行
っ
て
密
貿
易
の
防
止
に
努
め
て
ゐ
る
の
で
話一
年

し
か
る
に
対
馬
藩
の
と
っ
た
取
締
厳
重
主
義
と
厳
罰
主
義
に
一
。
の
ヂ
レ
ン
マ
が
起
。
て
来
た。
と
い
ふ
の
は
藩
が
朝
鮮
米
を
職
入
ず

る
際
の
蓮
議
船、
所
謂
御
米
漕
船
は、
従
来
最
原
の
水
夫
を
用
ひ
て
来
た
の
で
あ
る
が、
宝
永
の
頃
に
怒
る
と、

巌
原
の
水
夫
が
間
に
合

は
な
く
た
っ
て
来
た
の
で、
米
の
職
入
が
延
滞
勝
ち
と
た
づ
て
来
た。
そ
と
で
や
む
を
得
宇
都
内
の
水
夫
を
徴
発
し
て
と
れ
に
充
て
た
け

門
誌
ニ
＝一
）

れ
ば
な
ら
怒
い
事
情
と
た
っ
て
来
た。
と
と
ろ
で
郡
内
の
水
夫
と
い
っ
て
も‘

牟
農・
牟
漁
を
営
む
対
馬
に
沿
い
て
は
勿
論
そ
れ
は
農
民

で
あ
る。
と
の
農
民
を
藩
で
は
田
合
者
と
呼
ん
で
ゐ
る。
と
と
ろ
で
所
謂
田
舎
者
が
御
米
漕
舶
の
水
夫
と
た
っ
て
渡
鮮
し
た
場
合、
不
図

人
参
等
に
誘
惑
さ
れ
て、
つ
い
密
貿
易
に
手
を
染
め
る
と
と
が
多
か
っ
た。
対
馬
藩
は
そ
の
犯
行
発
覚
の
場
合
に
は、
本
人
に
対
す
る
厳

罰
は
勿
論
の
と
と、
連
坐
所
謂
曳
科
に
よ
り、
父
母
を
除
く
妻
子
・‘
兄
弟
・
姉
妹
を
奴
伯仲
と
し
て
来
た
の
で
あ
る。
し
か
る
に
兄
弟
・
姉

妹
ま
で
曳
科
と
し
て
奴
稗
に
す
る
と、
公
役
を
負
担
す
べ
き
戸
口
を
減
少
さ
せ
る
所
謂
竃
を
演
す
と
と
に
な
り、
そ
の
負
担
が
村
内
一
般

ハ
註一一
四V

に
ま
で
及
ん
で
来
る
と
と
に
た
る。
そ
の
一
例
と
し
て
は、
対
鮮
貿
易
に
告
け
る一
ニ
津
の
一
つ
の
豊
崎
の
如
き
は、
そ
の
た
め
農
家
十
四
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（
設
二
五
ぜ

戸
潰
れ、

四
十
余
人
の
戸
口
減
少
を
来
し
た
の
で
あ
る
o

し
か
も
藩
の
米
漕
舶
の
水
夫
は
本
人
の
好
む
と
好
ま
ぎ
る
と
に
拘
ら
や
）
強
制

的
に
徴
集
さ
れ
た
も
の
で
、

そ
れ
ら
が
不
図
密
貿
易
に
手
を
出
し
た
た
め
に
、

と
の
よ
う
た
結
果
を
生
む
の
で
あ
る
o

従
っ
て
と
う
し
た

結
果
は
藩
の
政
治
上、

ま
た
財
政
上
反
っ
て
不
利
を
招
く
と
主
に
怒
る
の
で
、

藩
も
遂
に
巌
罰
主
義
を
拾
て
て
、

刑
罰
の
緩
和
を
計
ら
ざ

る
を
得
泣
く
た
っ
た。

そ
と
で
宝
永
八
年
十
一

月
六
日
に
は、

潜
商
の
罪
科
を
犯
し
た
本
人
に
対
し
て
は
そ
れ
相
応
の
刑
罰
を
加
へ竜
る
が
、

以
後
は
従
来
免
除
し
て
来
た
父
母
は
勿
論
の
と
と
、

兄
弟
・

姉
妹
の
曳
科
を
昂加
除
し、

唯
妻
子
の
み
を
曳
科
に
処
す
る
。

但
し、

本
人
が

〈
註
二
六
》

死
刑
の
場
合
に
は
と
の
限
り
に
非
・？
と
し
た。

以
上
の
や
う
に、

藩
の
政
策
は、

他
藩
若
し
く
は
大
資
本
家
の
投
資
に
よ
る
抜
胎
と
い
っ
た
大
規
模
の
密
貿
易
に
対
し
て
は
巌
罰
主
義

を
以
て
臨
ん
で
来
た
の
で
、

そ
の
犯
行
は
漸
く
影
を
ひ
そ
め
て
来
た
が、

藩
の
用
船、

所
謂
御
米
船
・

早
船
〈
飛
船
〉
・

御
手
荷
船
ハ
御

乎
船
〉

等
の
乗
組
員
の
小
規
模
た
密
貿
易
に
対
し
て
は、

藩
の
内
政
上
と
財
政
よ
と
の
関
係
よ
り、

巌
罰
主
義
を
緩
和
せ
ざ
る
を
得
怠
く

た
っ
て
来
た。

従
っ
て
と
ろ
し
た
小
規
模
た
犯
行
は
幕
末
に
至
る
ま
で
そ
の
跡
を
絡
先
－な
か
っ
た
の
で
あ
る
o

店内
ほ
朝
鮮
側
よ
り
対
馬
に

来
島
密
貿
易
を
行
0
・た
形
跡
の
殆
ど
見
当
ら
た
い
の
は
如
何
た
る
原
因
に
よ
る
も
か
今
後
一

考
を
要
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、

享
保
十
年
同
十
一

日ヰ
同
十
二
年
に
歪 一
換
舶
一

件
江
戸
表
年
寄
中
江

遁
々
申

遣
会
儀
江

被
仰
上
候
御
誇
答
之
衣
第
申
来

候
集
書

同
所
臓 、

宝
永
七
年
日
吉
丸
梶
取
曾
右
衛
門

舟
添
五
左
衛
門
水
夫
貞
右
衛
市
兵
衛
伝
四
郎
順
市
丸
水
夫
松
右
衛
門
御
法
度
相
背
候
口
書
並
口
上

書
近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

七

， 
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近
世
に
お
け
る

対
鮮
密
貿
易
と

対
馬
藩

七

同
所
蔵 、

弘
化
四
年
七
月
御
手
般
宝
徳
丸
水
夫
善
兵
衛
銅
五
勺
入
子
鍋
拾
五
組
銅
薬
鍍
捻
五
古
銅
其
外
庖
丁
銃
お
ろ
し
等
潜
商
之
企
於
和
館
相

同
所
蔵 、

安
政
四
丁
巴
年
八
月
御
手
般
常
盤
丸
水
夫
松
治
素
麺
弐
箱
持
渡
爪
百
七
拾
五
斤
潜
商
一

件
記
録

同
所
蔵、

天
保
十
四
年
発
卯
年
三
月
佐
須
奈
飛
船
乗
組
三
平
人
参
猪
欝
香
潜
商
之
衣
第
来
獄
共

同
所
蔵、

弘
化
三
丙
午
年
三
月
朝
鮮
御
横
目
頭
弁
手
右
衛
門
引
請
下
卯
右
衛
門
夜
中
朝
鮮
人
を
呼
人
候
ム次
第

同
所
蔵、

天
保
十
四
突
卯
年
三
月
佐
須
奈
飛
舶
乗
組
三
千
人
参
精
爵
呑
潜
商
芝
衣
第
来
獄

同
所
蔵、

安
政
二
己
卯
年
四
月
御
手
舶
住
吉
丸
水
夫
貞
治
朝
鮮
御
横
目
山
田
勇
作
引
請
下
亀
之
介
入
参
端
菜
種
類
油
紙
等
潜
商
之
・次
第
来
獄
共

顛
候
衣
第
来
吠
並
同
類
御
裁
許
共

六五四

同
所
蔵、

弘
佑
二
乙
巴
年
四
月
御
手
酷
春
日
丸
水
夫
与
四
郎
角
爪
潜
商
之
・次
第
来
獄
共

同
所
蔵、

嘉
永
四
辛
亥
年
五
月
御
手
舶
宝
徳
丸
水
夫
佐
須
奈
村
栄
作
脇
差
潜
商
記
録

同
所
蔵、

嘉
永
三
庚
成
年
六
月
御
手
般
永
久
丸
水
夫
武
士口
三
拾
人
水
夫
卯
兵
衛
傘
五
拾
本
手
洗
拾
組
渡
人
参
潜
商
之
弐
第
乗
取
共

七 ．

同
所
蔵、

嘉
永
四
辛
亥
年
石
田
屋
忠
右
衛
門
紅
廿
疋
持
渡
山
達
人
参
宇
斤
斗
潜
商
一

件
記
録

J\ O 九

同
所
蔵、

安
政
二
丙
辰
年
七
月
御
手
胞
永
久
丸
般
添
理
兵
衛
水
夫
紋
右
衛
門
金
兵
衛
荷
主
松
井
女
作
費
参
角
爪
潜
商
記
録

一
五

同
所
蔵 、

事
保
十
乙
巴
年
抜
舷
御A
思

議
囚
人
共
口
問
拷
口
書

同
所
蔵、

宝
永
七
寅
年
十
二
月
十
二
日
日
吉
丸
梶
取
曾
右
衛
門

舟
添
五
右
衛
門
水
夫
貞
右
衛
門
市
兵
衛
伝
四
郎
順
市
丸
水
夫
栓
右
衛
門
御
法
度

四

一

六

相
背
候
口
書
並
口
上
書

洲
河
生
虎
員
氏
所
蔵
六
月
十
八
日
須
川
万
右
衛
門
口
上
書

七

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵 、
一
万
膿
十
五
年
壬
午
宝
永
こ
る
酉
ニ
歪
朝
鮮
佐
須
奈
腿
浦
書
付
控

一

八

同

前

九

問
所
蔵、
一
万
緑
十
五
年
朝
鮮
佐
須
奈
綱
浦
書
付
控
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二

O

同
所
蔵、

享
保
十
年
按
般
御
食
議
囚
人
共
口
問
拷
問
口
書

対
馬
仁
位
村
仁
位
信
義
氏
所
蔵
文
書
巳
十
一

月
二
十
三
日
大
綱
村
下
知
役
平
山
忠
右
衛
門
等
口
上
覚

宗
家
万
松
院
文
庫
所
蔵、

元
線
十
五
年
朝
鮮
佐
須
奈
綱
滞
書
付
控

同
所
蔵、

宝
永
八
卯
年
S
E
徳
三
年
ニ

至
田
舎
者
潜
商
之
御
法
度
を
背
候
科
之
者
被
仰
付
様
之
格
式

二
四

対
馬
豊
崎
町
洲
洞
生
虎
虞
氏
所
蔵、

六
月
十
八
日
須
川
万
右
衛
門
口
上
覚

宗
家
万
松
院
女
庫
所
蔵、

宝
永
八
卯
年
九O
E
徳
三
年
ニ

歪
田
舎
者
潜
商
之
御
法
度
を
背
候
科
之
者
被
仰
付
様
之
格
式

同

二
五

一
一
六

近
世
に
お
け
る
対
鮮
密
貿
易
と
対
馬
藩

七
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